
平成１７年度京田辺市一般会計当初予算の概要 
 

 

一般会計当初予算の特徴について 

 

・ 平成１７年度一般会計当初予算は、厳しい財政状況の中、予算編成方針に掲げる

３つの視点（財政健全化・都市経営・市民参画）に立ち、徹底した経常経費の削

減と思い切った単独事業の抑制に踏み切った結果、総額は２０９億５０００万円

となり、対前年比△３．７％（８億円）減の「緊縮予算」となった。 

 

  ・しかしながら、本年度は、平成１７年を基本計画の目標年次とする「第２次京田辺

市総合計画」の総仕上げの年であり、かつ、新たな行政課題に対応しうる芽も育ん

でいく必要があることから、「都市計画」「産業振興」など将来を展望したまちづ

くりと、「安全安心」「子育て支援」など市民生活の向上の両面に配慮し、ハード

事業とソフト事業のバランスを重視する「意欲的な予算」を編成した。 

      

  ・「歳入」においては、市税が対前年比＋２．２％（約１億８５００万円の増）と３

年ぶりに増加に転じたものの、地方交付税が対前年比△１０．０％（２億１０００

万円）の減となる中、国や府の補助事業を最大限に活用するとともに、市債の発行

（対前年比△１７．６％、約４億９９００万円の減）や基金からの繰り入れ（対前

年比△１２．４％、約２億２３００万円の減）等によって事業の財源を確保した。 

   

・「目的別歳出」においては、北部老人福祉センター及び児童館建設事業や松井ケ丘

幼稚園園舎増築事業の完了により、民生費が対前年比△１１．７％（約７億８００

万円）、教育費が対前年比△６．９％（約１億７８００万円）の減となった一方、

リサイクルプラザ建設事業や三山木地区特定土地区画整理事業の増等により、衛生

費が対前年比＋４．２％（約８７００万円）、土木費が対前年比＋５．０％（約２

億２６００万円）の増となった。 

   

・「性質別歳出」においては、普通建設事業が対前年比△１０．２％（約４億７８０

０万円）と減となったが、その内訳は、補助事業が対前年比＋３３．３％（約７億

６３００万円）の増であるのに対して、単独事業は対前年比△５１．４％（約１２

億４２００万円）の大幅減となった。また、公共下水道事業特別会計への繰出金の

減等により、繰出金が対前年比△９．９％（約２億１６００万円）の減となった。 

 

 

 

 



新規・拡充・重点継続事業について 

 

・ 平成１７年度予算に計上した新規・拡充・重点継続事業を、「第２次京田辺市総

合計画」に掲げる各施策体系ごとに整理したものは、次のとおりである。 

 

① 健康でしあわせにみちたまちをめざす 

 

【ハード事業】 

・河原保育所建設事業実施設計費          19,200千円 ［継続］ 

・みみづく保育園増改築事業補助           5,113千円 ［新規］ 

 

     【ソフト事業】 

・大住ふれあいセンター運営事業費         44,134千円 ［新規］ 

・社会復帰集団指導事業（グループワーク）      1,104千円 ［新規］   

・育児支援家庭訪問事業               1,166千円 ［新規］ 

・「次世代育成支援行動計画」の推進          203千円 ［新規］ 

・児童虐待防止ネットワークの構築           423千円 ［新規］  

・乳がん検診拡充事業                3,490千円 ［拡充］   

 

② 心豊かな人づくりと文化の伝統を築くまちをめざす 

 

【ハード事業】 

・学校施設バリアフリー化（田辺小エレベータ）   58,440千円 ［拡充］ 

・小中学校施設耐震補強優先度調査費         6,057千円 ［拡充］ 

・多目的運動広場整備事業             61,365千円 ［継続］ 

 

    【ソフト事業】 

・地学連携推進費（同志社大学等との連携推進）    1,000千円 ［新規］ 

・（仮称）高齢者スポーツ出前教室           265千円 ［新規］ 

・「キ・ラ・ラげんきっ子」教育実践事業        300千円 ［新規］ 

 

③ 京阪神大都市圏の中核成長都市としてのまちをめざす 

 

【ハード事業】 

・三山木地区特定土地区画整理事業        1,929,796千円 ［継続］ 

・新市街地開発関連公共下水道（雨水）事業     234,403千円 ［継続］ 

・（仮称）防賀川公園整備事業           36,950千円 ［継続］ 

・（仮称）関屋公園整備事業            25,411千円 ［新規］ 

 

     

 【ソフト事業】 

・学研南田辺地区基礎調査費             5,000千円 ［新規］ 

 

 

 



④ 緑豊かで明るく快適な生活環境をめざす 

 

【ハード事業】 

・リサイクルプラザ建設事業            679,400千円 ［継続］ 

・市営住宅（仮称）三山木団地建設事業       487,400千円 ［継続］ 

・緊急通信指令システム整備費（携帯電話受信）    4,153千円 ［新規］ 

 

【ソフト事業】 

・挿管救急救命士養成事業               889千円 ［新規］ 

・「環境基本計画」に基づく活動推進          372千円 ［新規］ 

  

⑤ 多様で活力ある産業がいきづくまちをめざす 

 

【ハード事業】 

・農村地域活性化推進事業（普賢寺ふれあいの駅）   10,500千円 ［新規］ 

・農業基盤整備促進事業（江津ほ場整備）       114,400千円 ［継続］ 

     

【ソフト事業】 

・（仮称）けいはんな新産業創出交流センター負担金  6,670千円 ［新規］ 

・産学連携コーディネーター設置費          3,000千円 ［新規］ 

・商店街生き生き支援事業             10,000千円 ［継続］ 

 

 


